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1.海洋鉱物資源の種類1.海洋鉱物資源の種類

出典：経済産業省ホームページ http://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/kaiteinessuikosho.html 1
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〇SIP第1期「次世代海洋資源調査技術」(2014〜2018年度)は、⽔深2,000m以浅の海底熱⽔鉱床を主な対象とし、第２期「⾰新的深海資源調査
技術」（2018年〜2022年度）では、2,000m以深での深海資源調査技術、回収技術を世界に先駆けて確⽴・実証。

〇第３期「海洋安全保障プラットフォームの構築」（2023〜2027年度）では、第２期までの成果を発展させ、世界有数の海洋国家である我が
国にとって安全保障上重要な海洋の保全や利活⽤を進めるため、事業化・実⽤化までを⾒据えた社会実装の実現を⽬指すとともに、海洋の
各種データを収集し、資源の確保、気候変動への対応などを推進するプラットフォームを構築する。

概 要
2.SIP第3期 海洋安全保障プラットフォームの構築2.SIP第3期 海洋安全保障プラットフォームの構築

推進体制
テーマ1 レアアース生産技術開発

テーマ2 海洋環境影響評価システムの開発

テーマ3 海洋ロボティクス調査技術開発

テーマ4 海洋玄武岩CCS基礎調査研究

課題の意義

〇SIP第２期の資源量調査の結果、レアアース濃集帯の分布
状況が明らかとなり、⽔深6,000m のレアアース泥の⽣産
技術確⽴は、産業を⽀える鉱物資源の安定供給の観点から
将来に向けて国家として推進すべき課題である。

〇海洋広域モニタリングシステムの社会実装も、重要な課題
として取り組みが強化されるべきである。

南⿃島EEZ内の深海にはレアアース泥の濃集帯が存在し、特に（中国南部等に）偏在する重レアアース類を多く含むことを
⽴証した。資源に乏しい我が国が、⾃国EEZ内に存在する海洋鉱物資源の効率的な調査⼿法と採鉱とともに、将来の⽣産に
向けての技術の確⽴は、海洋安全保障に資する取り組みである。

SIP第３期

SIP第２期SIP第１期
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9．ミッション

〜海洋鉱物資源開発と海洋環境が調和する社会実装に向けて〜

①国産レアアースの採鉱とサプライチェーンの構築に向けて

②海洋鉱物資源・広域海洋環境モニタリングシステム構築

③海洋⽞武岩CCS基礎調査研究

 南⿃島レアアース泥の採鉱、選鉱・製錬・精製の実証試験
 海洋環境と共存する新たなレアアース・サプライチェーンの構築
 産業に不可⽋なレアアースの安定供給に貢献

 新たな海洋ロボティクス技術による広域海洋モニタリングシステムの構築
 地球温暖化の海洋における変動要因を、海洋観測機器ネットワークによる観測データの構築で精

度向上⇒「海の⾒える化」

 「2050年カーボンニュートラル」に貢献する海洋⽞武岩層への⼤規模CO2貯留・固定化技術に関
する基礎調査研究

 我が国における海洋CCSの普及促進に貢献

3.「海洋安全保障プラットフォームの構築」 ミッション 無断転載・無断使⽤不可
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安全保障上重要な海洋の保全や利活⽤を進める「海洋安全保障プラットフォームの構築」
① Society 5.0における

将来像
●新たな海洋環境広域モニタリ

ングシステムの技術開発
●EEZ内の海洋鉱物資源の利

活⽤の促進
●⼤規模CO2貯留技術の⾼度

化・特定国に依存しない新た
な資源供給網の整備

●2050年カーボンニュートラル
の⽬標の実現

②課題概要
●レアアース採鉱・⽣産システム

の確⽴
●海洋環境モニタリング技術の

⾼度化
●AUV、「江⼾っ⼦1号」などの

⾼機能化
●海洋⽞武岩CCSによる⼤規

模CO2貯留技術の基礎
調査研究と貯留システム
の概念設計

8．プログラム概要4.「海洋安全保障プラットフォームの構築」 プログラム概要

「南⿃島」基地
⼈員交代・物資補給
選鉱・リサイクル 「ちきゅう」

深海ターミナル
充電・データ伝送
多⽤途の拠点整備

⾃律型無⼈探査機(AUV)
AIを活⽤した群制御による

⾃在な調査

江⼾っ⼦1号
環境監視の⻑期継続

鉱物資源調査

海洋⽞武岩CCS
基礎調査研究

環境モニタリング

ﾚｱｱｰｽ泥

レアアース泥採鉱
システム実証

島嶼利活⽤

江戸っ子1号

無断転載・無断使⽤不可
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5.産学官連携の状況(2024.09.01時点)

プログラムディレクタ(PD)
⽯井正⼀

（⽇本CCS調査（株）顧問）

SPD
東 垣

（JAMSTEC
特任技術統括）

助⾔会議(６名)
平朝彦(座⻑) (東海⼤学海洋研究所⻑)
荒井晃作（座⻑代⾏）(産業技術総合研究所

地質情報研究部⾨研究部⾨⻑)
五⼗嵐吉昭 (JOGMEC 特別参与)
窪川かおる (帝京⼤学客員教授)
荒⽊由季⼦ （公⽴⼤学法⼈ 国際教養⼤学・理事）
朝⽇ 弘 （⽇本規格協会 理事⻑）

研究推進法⼈JAMSTEC
プロジェクトマネージャー(PM)

中⼭博之（JAMSTEC統括プロジェクト⻑）

サブ課題 C（テーマ３）
海洋ロボティクス調査技術開発
テーマリーダー(TL）
藤原敏⽂（海上技術安全研究所 研究統括監）

府省庁連絡会(事務局：SIP海洋推進PT)
1.METI・JOGMEC連絡会
2.国交省港湾局連絡会
3.内閣府海洋事務局南⿃島連絡会
4.内閣府海洋事務局AUV官⺠PF連絡会
5.環境省連絡会
6.防衛装備庁連絡会
7.海上保安庁連絡会
8.⽔産庁連絡会

特別調査
委員会

内閣府
ガバニングボード推進委員会（9府省４研究機関）

内閣府(海洋)、内閣府(宇宙)、⽂部科学省、経済産業省、
国⼟交通省、総務省、外務省、環境省、防衛省、農林⽔産省
産業技術総合研究所、JOGMEC、
海上・港湾・航空技術研究所、JAMSTEC
（事務局：内閣府SIP宮本拓⼈参事官）

助
言

連
携
・
調
整

知財委員会

⾃治体
連携

連絡会

サブ課題 B（テーマ２）
海洋環境影響評価システム開発
テーマリーダー(TL)
⼭本啓之（JAMSTEC プロジェクト⻑）

サブ課題 A（テーマ１）
レアアース⽣産技術開発
テーマリーダー(TL)
川村善久（JAMSTEC プロジェクト⻑）

サブ課題 D（テーマ４）
海洋⽞武岩層を活⽤した⼤規模CO2貯留・
固定化技術に関する基礎調査研究
テーマリーダー(TL)
稲垣史⽣（JAMSTEC プロジェクト⻑）

社会実装
推進

チーム

ピアレビュー委員会（1３名）
主査：坂本隆 深⽥サルベージ建設㈱専務取締役 総合海洋政策本部参与
主査代⾏：佐藤徹 東京⼤学院新領域創成科学研究科教授・総合海洋政策本部参与

1-1探査リーダー(STL)
⽯塚治（産業技術総合研究所
活断層・⽕⼭研究部⾨ ⾸席研究員）

1-2採鉱 リーダー(STL)
宮崎英剛(JAMSTEC UL)

1-4⽣産システム リーダー(STL)
淺川栄⼀(次世代海洋調査㈱ 取締役）

1-3分離・精製・製錬 リーダー(STL)
鈴⽊勝彦(JAMSTEC UL)

サブテーマリーダー(STL)
三輪哲也(JAMSTEC 

プロジェクト⻑代理)
川⼝慎介(JAMSTEC GL)
越川 海(国⽴環境研究所 室⻑)

サブテーマリーダー(STL)
吉梅剛(JAMSTEC プロジェクト⻑)
(アドバイザー)
⼤澤弘敬(JAMSTEC 調査役)
瀧本忠教
(MPAT海技研研究連携主管)

サブテーマリーダー(STL)
徂徠正夫
(産業技術総合研究所 地圏資源環境研究部⾨

⾸席研究員)

METI：経済産業省
JAMSTEC：国⽴研究開発法⼈海洋研究開発機構
MPAT：国⽴研究開発法⼈ 海上・港湾・航空技術研究所
JOGMEC：独⽴⾏政法⼈エネルギー・⾦属鉱物資源機構
UL：ユニットリーダー
GL：グループリーダー

参画機関：京都⼤学、⾼知⼤学

スタートアップ企業：株式会社FullDepth

スタートアップ企業：
次世代海洋調査株式会社

SPD
松川良夫

(伊藤忠商事㈱
理事)

参画機関：港湾空港技術研究所
東京⼤学、⻑崎⼤学、近畿⼤学

無断転載・無断使用不可
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府省庁連絡会

⾃治体連携連絡会
関係部署連携内容名称

東京都政策企画局、産業労働局南⿃島利活⽤1.東京都

企画部デジタル戦略課
⻑崎次世代海洋研究会（⺠間）

「海のドローン」構想を提⽰2. ⻑崎県

農林⽔産部⽔産課漁場調査での技術協⼒3. 南島原市（⻑崎県）

関係部署設置⽬的名称
資源エネルギー庁（鉱物資源課、資源開発課、燃料環境適
合利⽤推進課）
JOGMEC（⾦属海洋資源部）
JOGMEC（エネルギー事業本部探査部、⾦属海洋資源部）

レアアース資源情報の共有化、海洋鉱物資源開発をめぐる環境
問題の検討

海洋⽞武岩CCS基礎調査研究に係る意⾒交換会

1. METI・JOGMEC連絡会

（JOGMEC分科会）

国⼟交通省港湾局及び関東港湾整備局南⿃島などでの港湾の有効利⽤2. 国⼟交通省港湾局連絡会
国⼟交通省、海上保安庁・気象庁、防衛省、
環境省、内閣府総合海洋政策推進事務局、

南⿃島の陸上・港湾などの将来に向けたインフラの利活⽤計画
索敵など

3. 内閣府総合海洋政策推進事務局
南⿃島連絡会

内閣府総合海洋政策推進事務局海洋産業育成を⽬的とするAUV戦略推進4. 内閣府総合海洋政策推進事務局
AUV官⺠PF連絡会

⾃然環境局、⽔・⼤気環境局、地球環境局海洋保護区及び管理海域における環境影響評価技術情報の交換、
CO2モニタリング等の海洋ロボティクス技術展開

5. 環境省連絡会

防衛装備庁、艦艇装備研究所デュアルユースを⽬的とする海洋ロボティクス技術に関する情
報交換

6. 防衛装備庁連絡会

海洋情報部「海しる」などの海洋取得環境データの公開基準等の整理及び
海洋ロボティックスに関する情報交換

7. 海上保安庁連絡会

※１〜8まですでに開催済み。今後も連絡会を複数重ね、プロジェクトについて精査を進めていく予定。

6.府省庁連絡会ほか

⽔産研究・教育機構海洋環境調査、海⽔モニタリング調査技術の社会実装について
協議する

8.⽔産庁連絡会

無断転載・無断使⽤不可
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サブテーマ1-1 有望エリア資源量精査
鉱区設定に向けた基礎データ収集(探査)

◎南⿃島沖レアアース泥鉱区設定に資する基盤調査
◎⽔深6,000mからの採鉱・揚泥試験の実施
◎製錬・分離・精製・精製プロセスの完成
◎レアアースの⽣産システムに⽬処

有望エリアの追加コア採取・分析を⾏い、調査⼿法の精緻化
最終的には鉱区設定に資する⾼精度三次元マッピングの完成

サブテーマ1-2 レアアース泥採鉱技術の改良（採鉱）

レアアース泥の採鉱システムを開発し、レアアース泥採鉱技術
の実証
下部揚泥管3,000mの製作を完了し、実証試験サイトの設定

サブテーマ1-4 ⽣産システムの検討

サブテーマ1-3 レアアース精錬技術の開発(分離・精製・製錬)
新たなるレアアース選鉱・分離・精製・製錬技術の開発
レアアース元素の効率的な抽出・分離⼿法の開発を⾏い、

将来の産業化に向けた⼤規模精製プロセスの開発を検討

選鉱・分離・
精製・製錬
プロセス

7.テーマ1 レアアース⽣産技術開発の概要 無断転載・無断使⽤不可
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8.テーマ1 レアアース⽣産技術開発 5ヶ年計画8.テーマ1 レアアース⽣産技術開発 5ヶ年計画

2027年度計画2026年度計画2025年度計画2024年度計画2023年度計画研究開発項⽬
レアアース⽣産技術の開発

産業化へ向け
課題抽出
産業化へ向け
課題抽出

•鉱区設定に基く
資源量の⾼精度
三次元マッピン
グ

•資源量評価補正

•鉱区設定に基く
資源量の⾼精度
三次元マッピン
グ

•資源量評価補正

•運⽤課題検討/EIS更新•運⽤課題検討/EIS更新

•レアアース泥
調査⼿法の実
証

•レアアース泥
調査⼿法の実
証

•⼤規模分離・精
製・製錬に向けた
プロセス検討（規
模拡⼤）

•⼤規模分離・精
製・製錬に向けた
プロセス検討（規
模拡⼤）

•技術課題抽出/改良
•規模拡⼤ 検討
•技術課題抽出/改良
•規模拡⼤ 検討

•運⽤課題検討/EIS検討・作成•運⽤課題検討/EIS検討・作成

•揚泥試料分析、
試験サイトの検証
•揚泥試料分析、
試験サイトの検証

•レアアース泥
調査⼿法の詳
細検討、精査

•レアアース泥
調査⼿法の詳
細検討、精査

•実試料への適⽤⼿法
開発:
実験プラント製作

•実試料への適⽤⼿法
開発:
実験プラント製作

•揚泥管実機製作（3,000〜6,000m分）※揚泥管製作に2年要
•⽔深6,000m 技術課題抽出/改良
•船上機器 技術課題抽出/改良

•揚泥管実機製作（3,000〜6,000m分）※揚泥管製作に2年要
•⽔深6,000m 技術課題抽出/改良
•船上機器 技術課題抽出/改良

•運⽤課題抽出/検討•運⽤課題抽出/検討

•有望エリア内における⾼分解能底質調査、海底状況の把握、
試料採取：レアアース採鉱試験サイトの選定

•有望エリア内における⾼分解能底質調査、海底状況の把握、
試料採取：レアアース採鉱試験サイトの選定

•レアアース泥AUV調査に関する
運⽤技術検証、精査

（コア採取・分析）

•レアアース泥AUV調査に関する
運⽤技術検証、精査

（コア採取・分析）

•レアアース⽬的元素の
効率的な抽出・分離⼿法
の開発

•レアアース⽬的元素の
効率的な抽出・分離⼿法
の開発

•抽出/分離⼿法の
要素技術探索
•要素実験

•抽出/分離⼿法の
要素技術探索
•要素実験

•鉱区設定の境界条件の検討•鉱区設定の境界条件の検討

南⿃島沖レアアース泥を対象にしたレアアース⼀貫⽣産システムの検討
（回収レアアース泥の減容・抽出、輸送、分離・精製・製錬プラント、 実験プラントによる実証試験 経済性評価）

廃棄物処理検討

南⿃島沖レアアース泥を対象にしたレアアース⼀貫⽣産システムの検討
（回収レアアース泥の減容・抽出、輸送、分離・精製・製錬プラント、 実験プラントによる実証試験 経済性評価）

廃棄物処理検討

•レアアース泥AUV調査に関する
調査機器試験、精査

（コア採取・分析）

•南⿃島排他的経済⽔域内の既存コアデータ
の統合

•レアアース泥AUV調査に関する
調査機器試験、精査

（コア採取・分析）

•南⿃島排他的経済⽔域内の既存コアデータ
の統合

回収実証試験プロトタイプ改良 実証機改良

探査

採鉱

分離・精製・製錬

⽣産システム

鉱区設定のため
の有望エリア
資源量精査

採鉱実証試験の
ための事前調査

回収システムの
開発

運⽤課題検討

分離・精製・製
錬技術の開発

サプライチェーン
検討

南
⿃
島
沖
レ
ア
ア
ー
ス
採
鉱
実
証
試
験
⽬
標
：
３
５
０
ｔ
／
⽇

南
⿃
島
沖
レ
ア
ア
ー
ス
採
鉱
実
証
試
験
⽬
標
：
３
５
０
ｔ
／
⽇

南
⿃
島
沖
６
０
０
０
ｍ

接
続
試
験
・
レ
ア
ア
ー
ス
採
鉱
試
験

南
⿃
島
沖
６
０
０
０
ｍ

接
続
試
験
・
レ
ア
ア
ー
ス
採
鉱
試
験

•分離・精製・
製錬技術実証

(実験プラント)

•分離・精製・
製錬技術実証

(実験プラント)

•分離・精製・製錬システ
ム実証(実験プラント)

•産業化への検討

•分離・精製・製錬システ
ム実証(実験プラント)

•産業化への検討

回収能⼒検証

2025年度計画

無断転載・無断使用不可

8



9.採鉱システムの海域試験におけるモニタリングに向けて

閉鎖系採鉱システム 9



10.

10



11.

11



12. 2025年度採鉱試験概念図12. 2025年度採鉱試験概念図 無断転載・無断使用不可

「江戸っ子1号」

ROV

水深6000ｍ

閉鎖循環式
採鉱システム

海底モニタリ
ングシステム

「ちきゅう」

揚泥管・浮⼒材

採鉱機

6,000ｍ級ROV
⽬標：機器の接続及び現地における採鉱
作業⼯程の確認

77⽇ 程度試験⽇数
（準備含む）

23⽇ 程度現地海域での滞在
⽇数

12



「ちきゅう」を⽤いた解泥･揚泥試験時における環境モニタリング「ちきゅう」を⽤いた解泥･揚泥試験時における環境モニタリング

13.  深海資源調査・開発システムの実証13.  深海資源調査・開発システムの実証

海底でのモニタリング（ISO 23730: 2022, 23731: 2021）
・解泥・揚泥サイトから50mと200m離れた地点に江⼾っ⼦1号COEDO型を

設置し、解泥・揚泥作業で発⽣する懸濁物の状況と⽣物群集の動向観測
・ROVに接続された４Kカメラによる周辺状況記録
・懸濁物の状況と⼤型⽣物の動向から影響評価の可能性を確認

2022年8⽉の茨城沖での解泥･揚泥試験において、2021-2022年に発⾏された
ISO規格を利⽤した海洋環境広域モニタリング⼿法を、実際の採掘作業を想定
して試験実施

船上でのモニタリング（特許出願2020-130016I、 ISO 23734: 2021）
・船上ラボでは光合成活性の測定値を基準した海洋環境広域モニタリングを実施

ファイトアラートシステム（海⽔環境を24時間観測）使⽤
洋上バイオアッセイシステム（海⽔と泥試料での光合成阻害検査）使⽤

・船上における汚染リスク評価実施の可能性確認

200m

50m

ファイトアラート

洋上バイオアッセイ

4K ビデオカメラ

江⼾っ⼦1号
濁度計付き

江⼾っ⼦1号

解泥・揚泥試験での環境モニタリングのプラン

江⼾っ⼦1号
COEDO 洋上バイオアッセイファイトアラート4K video camera

無断転載・無断使⽤不可

⽔深2489ｍ ⽔深5500ｍ

⽔深2489ｍ

⽔深5500ｍ

2025年度 2027年度

13



14.

14



ISOの標準規格による⽣物多様性の調査：南⿃島沖ISOの標準規格による⽣物多様性の調査：南⿃島沖

国際標準書式によるデータベース登録と公開
Biological 
Information 
System for 
Marine Life

南⿃島沖での⻑期観測と調査航海によるデータの
登録数 2023年4⽉17⽇公開

Environm ental b aseline d ata in  ab yssal p la in  o ff

M inam i Torish im a b ased  on 1 6 S rRNA g ene
JAM STEC 4 ,5 4 4

Environm ental b aseline d ata in  ab yssal p la in  o ff

M inam i Torish im a b ased  on 1 8 S rRNA g ene
JAM STEC 1 ,2 6 4

Environm ental b aseline d ata in  ab yssal p la in  o ff

M inam i Torish im a b ased  on 1 8 S rRNA g ene ob ta ined

f rom  the 2 0 2 2  cru ise

JAM STEC 1 ,3 7 2

Environm ental b aseline d ata in  ab yssal p la in  o ff

M inam i Torish im a b ased  on m eg afauna occurrence
JAM STEC 9 7 7 ,0 0 8

Environm ental b aseline d ata in  ab yssal p la in  o ff

M inam i Torish im a b ased  on m eg afauna occurrence

ob tained  f rom  the 2 0 2 2  cru ise

JAM STEC 1 1 0 ,2 2 0

Environm ental b aseline d ata in  ab yssal p la in  o ff

M inam i Torish im a b ased  on p hysicochem ical

p aram eters and  m eio fauna com m un ity

JAM STEC 9 6

Environm ental b aseline d ata in  ab yssal p la in  o ff

M inam i Torish im a b ased  on p hysicochem ical

p aram eters and  m eio fauna com m un ity ob tained

f rom  the 2 0 2 2  cru ise

JAM STEC 2 5 22022

2019

2022（江⼾っ⼦1号）

2019-2021（江⼾っ⼦1号）

2022

2019

2019

15.

15



航海中に現場の植物プランクトンの光合成をファイトアラートシステムにて連続観測

・みらい航海MR24-01C（2/13-2/29）にて南⿃島沖から北⻄太
平洋の海域で光合成反応の効率を連続観測した。

・海域の環境条件を反映した測定結果を得ることができた
・海域の光合成⽣産（基礎⽣産）の状況を確認できる

Date

Monitoring the activity exhibited by photosynthetic 
microorganisms in seawater to detect abnormalities

ファイトアラートシステム
PhytoーAlert System

国⽴環境研究所
National Institute for Environmental Studies

南⿃島 KEO航⾛ 航⾛

＠みらい航海MR24-01C

植物プランクトンの光合成を連続観測：南⿃島沖植物プランクトンの光合成を連続観測：南⿃島沖16.

16



南⿃島沖レアアース泥の⽣態毒性試験南⿃島沖レアアース泥の⽣態毒性試験

ムレミカヅキモを⽤いた⽣物毒性試験（OECD標準法）

泥コア ：凍結乾燥後、フッ化⽔素酸＋過塩素酸分解後、硝酸固定
溶出液：硝酸固定

2021年の航海にて採取したレアアース泥コア試料を使⽤ （KM21-01C, 03C, 06C）

ICP-AES、ICP-MS分析
泥中元素及び溶出液元素濃度を計測

ムレミカヅキモ

コア溶出液を添加した培養にてムレミカヅキモの⽣⻑が
促進 レアアース泥の環境影響リスクは低いと評価

備考溶出率*
‰

溶出液濃度
µg/L(ppb)

乾泥中含量
mg/Kg(ppm)

6泥サンプル
の濃度範囲

泥は内湾堆積物
レベルのCu, Zn, 
Pbを含むが純
⽔への溶出は極
低濃度。
海⽔への溶出は
今後検討。

-0.01-0.05<0.05Cd

有
害

懸
念

元
素

0.02-0.040.4-0.6300-380Cu
0.05-0.080.3-0.5150-170Zn

<0.01<0.0140-50Pb

溶出液は定量or
検出限界未満の
元素が多い

-<0.01500-3300
（JAMSTEC分析値
とおおよそ⼀致）

総REE
(ランタノイ

ド系元素
+Y）

1〜2族元素の
他、MoやVの
溶出が顕著

11-4928-8028-60Mo

⾼
溶

出
率

元
素

0.6-0.92.7-3.690-120V

検討課題：
海⽔溶出試験と海産種による⽣物影響試験
 KM23-10Cコア（96サンプル保管中）の試験
⽣⻑促進効果の原因探索と⽣態系への影響の検討

純⽔溶出液を5〜80%濃度で添加した培養試験の結果

増
殖

率
（

1
m

lあ
た

り
の

細
胞

数
の

対
数

値
）

試料3 -L試料3 -H試料2 -L試料2 -H試料1 -L試料1 -H対照

純⽔溶出試料
試料3
試料2
試料1

化学分析による⾦属組成の検査

半割したコア試料（南⿃島沖5500mの海底）

対照

17.
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AUV、深海ターミナル等を⾼機能化し、海洋環境広域モニタリングシステムにより、
海洋鉱物資源開発や海洋CO2貯留に向けてのモニタリングシステムへの展開

⽔平⽅向の⽔中AUV間通信・測位技術（協調群
制御）を⽤いた複数AUV同時運⽤技術

江⼾っ⼦１号を⾳響灯台として活⽤し、洋上管制に
頼らない⽔中完結型の複数AUV同時運⽤技術

江⼾っ⼦１号、複数AUV、深海ターミナルの連携による⻑
期運⽤・⼤量データ回収可能な広域モニタリングシステム

海中構造物保守点検等に対応する⼩型・安価で
簡便な活⽤を可能とするAUVの開発

ホバリング型・航⾏型AUVによる広域⻑期海中・海底調査を⽀
援するための深海ターミナル及びドッキング技術の研究開発

資料4

⾳響灯台との連携
（AUV測位補正とのデータ連携）

AUV⻑期運⽤⽀援
⇒深海ターミナルへの

ドッキング技術開発

⼩型安価AUV
⇒観測・運⽤時の連携強化

18.テーマ３ 海洋ロボティクス調査技術開発概要 無断転載・無断使⽤不可
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「しんりゅう6000」「しんりゅう6000」

◎ 2023年12⽉21⽇〜2024年1⽉20⽇ 南⿃島6,000m海域の調査に成功

「しんりゅう6000」の海中
投⼊の様⼦

「しんりゅう6000」の海中
投⼊の様⼦

19.深海資源調査技術の開発19.深海資源調査技術の開発

AUVの⼤深度化（しんりゅう6000）AUVの⼤深度化（しんりゅう6000）

無断転載・無断使⽤不可
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20.調査船と「しんりゅう6000」のSBP(サブボトムプロファイラー)データの⽐較

６0m

60m

６,０00m

6,000m

音響基盤地層の反射面

音響基盤
（玄武岩層）

地層の反射面 断層に伴う音響基盤の高まり
（地累構造）

• 調査船と「しんりゅう6000」のデータ：同⼀ライン上での⽐較
• 観測機器（センサー）と海底の距離が近くなることで、分解能が上り、海底下の反射⾯・⾳響基盤の構造が明瞭
• ⾼度20mでの「しんりゅう6000」で取得した場合、厚さ〜20cmの地層反射⾯解像度となり、複雑な海底表層の

⾳響基盤地形・断層構造の仔細把握が可能となる

調査船：観測機器 洋上から

「しんりゅう6000」：観測機器高度20mから

無断転載・無断使⽤不可
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内閣府の戦略的イノベーション創造プログラム(SIP)第3期「海洋安全保障プラットフォームの構築」プログラムでは、海中ロボットAUVの社会的な実装を⽬指し
た研究開発を展開している。

この度、内閣府のSIPプログラムの実証試験として、⽇本海洋⽯油資源開発㈱（JPO）様の敷設されている岩船沖パイプラインの海底下埋設状態を確認する⽇本
初の調査を、9⽉下旬に新潟海域において6,000m級AUV「しんりゅう6000」を⽤いて実施した。

この実証試験で①6000m級AUVを⺟船のサポートなく運⽤、②⽔深40mの浅海域における各種データの取得、③準天頂衛星「みちびき」を
⽤いたSSBL測位の実証をし、パイプライン埋設状況の確認ができた。今後の⽇本周辺の浅海域における浮体式洋上⾵⼒発電に伴う⻑距離電⼒敷設ケーブ
ルや通信ケーブルの埋設状況調査や広範囲の海底地形図の作成等に、AUVが積極的に利⽤展開されるルートを切り開くことになる。

21. ⾃律型無⼈探査機（AUV）による岩船沖海底パイプラインの調査 無断転載・無断使用不可

1.調査概要

21



22. 広域モニタリングシステムに資する⼩型安価AUV開発 無断転載・無断使用不可
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16.23. AUVと海底観測機器による環境モニタリング技術試験 無断転載・無断使用不可
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24.AUV協調群制御技術・江⼾っ⼦1号とホバリング型AUV連携

24



●AUV協調群制御 ●海中ドッキング ●⾮接触充電技術
●⽔中光無線通信技術 ●量⼦ジャイロ技術 ●海中⾳響灯台

江⼾っ⼦1号との連携
（⾳響灯台）

⾼解像度海底地形図

AUV

⼈⼯衛星

ASV（海上）

陸上（制御）

25.将来の深海〜海上〜宇宙〜陸上の広域海中⾃動モニタリングシステム25.将来の深海〜海上〜宇宙〜陸上の広域海中⾃動モニタリングシステム

⽔中ドッキング・⾮接触充電技術

江⼾っ⼦1号との
連携（⾳響灯台）

ASV（海上）

ASV（海上）

AUV

AUV AUV

無断転載・無断使⽤不可
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26. 南島原市沖海底観測 無断転載・無断使用不可
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◯ ⼭頂の⽔深︓810-1000 m
◯ ⼭頂⾯積は2,220 km3(神奈川県と同程度）
◯ ⼭体体積は21兆 m3（富⼠⼭の約15倍）

CO2が鉱物固定化された⽞武岩

出典︓経済産業省HP、JCCS
アイスランドの⽞武岩層CO2貯留試験において、95％以上
のCO2が2年以内に鉱物に固定化されることが確認

◯ メリット

◯ デメリット

◯ メリット

◯ デメリット

陸域のCO2排出源に近い沿岸部で、
輸送・圧⼊コストが安い。

砂層では鉱物化反応が遅く、活断層が存在しな
い安定的で⼤規模なCO2貯留エリアは限定的。

太平洋プレートに位置する南⿃島EEZは、
地質学的に極めて安定。
鉱物化により、安全で⼤規模なCCSを期待
⼭体内部の構造が未解明
CO2排出源から⻑距離輸送

Snabjornsdottir et al., Nature Reviews Earth & Environment, 2020.

CO2が鉱物固定化された⽞武岩

堆積盆CCS 海洋⽞武岩CCS

27.テーマ４ 海洋⽞武岩層を活⽤した⼤規模CO2貯留・鉱物化技術に関する基礎調査研究概要
無断転載・無断使⽤不可
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◯ ⼭頂の⽔深︓810〜1,000 m
◯ ⼭頂⾯積︓ 2,220 km２(東京都とほぼ同程度）
◯ ⼭体体積︓ 21兆 m3（富⼠⼭の約15倍）

対象フィールド
拓洋第5海⼭（南⿃島南⽅沖）

28.テーマ４ 海洋⽞武岩層を活⽤した⼤規模CO2貯留・鉱物化技術に関する基礎調査研究

⽬指すCCS社会実装イメージ
⼤規模なCO2海上輸送、深海圧⼊オペレーション等の
全体⼯程での経済性のある最適なシステムの概念設計

無断転載・無断使⽤不可
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1. 「海洋安全保障プラットフォームの構築」

海洋プログラムの進捗と
社会実装に向けての挑戦

「海洋プログラムの社会実装モデルについて」

サブ課題A（テーマ１）
レアアース⽣産技術の開発

サブ課題B（テーマ２）
海洋環境影響評価システムの開発

サブ課題C（テーマ３）
海洋ロボティクス調査技術開発

サブ課題D（テーマ４）
海洋⽞武岩層を活⽤した
⼤規模CO2貯留・固定化技術に関する基礎調査研究

「海の⾒える化」
③広域海洋モニタリングシステムの構築
④地球温暖化への深海からの変動要因観測
⑤ 30 by 30に基づく海洋⽣物多様性の調査
⑥漁場の砂漠化現象の⾒える化

①南⿃島沖国産レアアースの採鉱とレアアースサプ
ライチェーンの構築
②産業に不可⽋な重要資源の安定供給に貢献

⑦カーボンニュートラルに向けての国内
⼤規模海底貯留CCSへの貢献

⑧海底貯留CCSから海底鉱物化CCSへ

無断転載・無断使用不可29.
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30.直近の国の政策記載⼀覧30.直近の国の政策記載⼀覧

総合経済対策
30



13. 経済財政運営と改⾰の基本⽅針202431.経済財政運営と改⾰の基本⽅針202431.経済財政運営と改⾰の基本⽅針2024
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32.総合経済対策（令和6年11⽉22⽇）32.総合経済対策（令和6年11⽉22⽇）
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33.令和６年度補正予算（26.7億円）の内訳

① 南鳥島沖レアアース泥揚泥試験関連 （単位：百万円）

426A：環境モニタリング等関連設備

400B：ROV関連設備

250C：6,000m揚泥管関連設備

460D：一次処理関連経費

1,536合計

① D：スケールアップした
レアアースの酸抽出槽

①B：ROV予備部品

① C：6,000m揚泥管組立・搭載関連

① D：フィルタープレス機器

② 海洋環境モニタリングシステム関連 （単位：百万円）

550A：AUV群制御システム・深海ターミナル開発・製作

450B：小型AUV製作

135C：小型海底観測装置の購入

1,135合計

2,671①＋②総計 COEDO-10
観測＋灯台

COEDO-13
観測用

COEDO-
環境DNA

「江戸っ子1号」シリーズ

②C：小型海底観測装置

②B.小型AUV

②A：AUV群制御システム

海洋環境モニタリングシステム

江戸っ子1号

小型AUV(浅瀬)

小型AUV(深海)

深海ターミナル

AUV群制御
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